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「化学物質管理強調月間」（2 月）を初めて実施します 
～ 日常の化学物質管理の総点検をお願いします ～ 

 

（１）銚子監督署管内における労働災害発生状況 
令和６年（12 月末日現在）における銚子監督署管内（銚子市・旭市・匝瑳市・東庄町）の

休業４日以上の労働災害の発生状況（新型コロナウイルス感染を除く。）は、160 件と前年同期比-8

件（-4.8%）の状況となっております。内訳では、高年齢労働者の転倒災害が多発しています。 

第 14 次労働災害防止計画では、「死傷災害について、2021 年までの増加傾向に歯止めを

かけ、死傷者数については、2022 年（※銚子署管内 172 件発生）と比較して 2027 年まで

に減少に転じさせること」を目標としております。なお、計画初年度であった昨年は、残念な

がら、2022 年と比較して死傷災害が増加（+10 件（+5.8%））しております。 

事業場の皆様におかれましては、引き続き、「エイジフレンドリーガイドライン」などをご活

用いただき、高年齢労働者の労働災害防止対策をはじめ、労働災害の防止に向けた取組を積極

的に進めていただきますようお願いいたします。 
 

 

（２）「化学物質管理強調月間」の実施について 
厚生労働省は令和７年２月１日から２月 28 日まで

の１か月間、「化学物質強調月間」を実施します。 

職場において製造または取り扱われる化学物質は、

数万程度存在すると言われています。そのうち、危険

性・有害性を有する化学物質は約 2,900 程度あること

がわかっています。厚生労働省では、化学物質による

労働災害を防止するため、労働安全衛生法に基づく新

たな化学物質規制を導入し、令和６年４月から施行し

ています。 

「化学物質管理強調月間」は、職場における危険・有

害な化学物質管理の重要性に関する意識の高揚を広く

一般に図るとともに、化学物質管理活動の定着を図る

ことを目的としたもので、毎年２月に実施することと

しており、今年度が初めてとなります。 

本月間を契機に、「日常の化学物質管理の総点検」（裏

面の自主点検表をご活用ください。）を実施していただ

きますようお願いいたします。 
 
 
 令和６年度化学物質管理強調月間実施要綱 ⇒  
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（参考）「化学物質の自律的な管理に関する自主点検表」 

自主点検表は、千葉労働局 HP に掲載しております。     ⇒ 
（千葉労働局 HP > 各種法令・制度・手続き > 安全衛生関係 > 令和 6 年度 化学物質管理協調月間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「人件費・価格転嫁・人材育成に関するアンケート」へのご協力のお願い 
「ちばの魅力ある職場づくり公労使会議」は、千葉県内の２１の機関・団体が参画し、魅力あ

る職場環境整備に取り組む会議体です。 

昨年１月１９日に採択した『「適切な価格転嫁と生産性向上による持続的な賃上げの実現」ち

ば共同宣言』に基づく取組として、「賃上げ」「価格転嫁」「人材育成」といったさまざまな課題

への対応を迫られている県内企業の皆様の実情を把握するため、アンケートを実施することと

いたしました。 

集約した結果は、本会議を構成する機関・団体で共有し、効果的に活用する予定ですので、ご

協力いただきますようお願い申し上げます。 

 

（アンケートは、こちら↓です） 

https://jsite.mhlw.go.jp/form/pub/roudou12/kouroushiv2 

 

千葉労働局のトップページの右図バナ

ーからアクセスできます。 

 

アンケートのお問い合わせ先： 
千葉労働局雇用環境・均等室企画部門 

（043-306-1860）まで 

 
 

https://jsite.mhlw.go.jp/form/pub/roudou12/kouroushiv2

